
協働のまちづくり交付金事業報告

上戸区
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事業名：地物の有効利用

交付金７６５，０００円

区 分 決算額（円）

電気工事
照明器具
オーブンレンジ等

３５６，４００

調理器具 １６７，９９２

調理台 ２３，７００

炊飯器
ガスコンロ

１８７，３００

焙煎機 ２９，８００

計 ７６５，１９２

自己資金 １９２

（目的）

地物を有効利用し
区民相互の親睦を図る

上戸集落センターに設置

土間の電気工事・照明器具
オーブンレンジ・食品乾燥機
調理器具
炊飯器・ガスコンロ・三巻コンロ
焙煎機
調理台・掃除機

０．はじめに
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１．プロローグ
課 題

●令和2年をピークに
世帯数の減少

●令和元年から休区・退区
者の著しい増加

原 因

●転居>高齢化＞困窮＞区
に不満（転居・高齢化が90%)

期 待

●入区者は増加に転じた●入区者が増加に転じる！
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平成２５年度 平成２６年度 平成２７年度 平成２８年度 平成２９年度 平成３０年度 令和１年度 令和２年度 令和３年度 令和４年度 令和５年度 令和６年度

平成２５年～令和６年 上戸区世帯数推移

休区 退区 入区 世帯数
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２．アプローチ－１

「去る者は追えず、来るものは拒まず」
↓

区民の福祉を増進し、区民相互の親睦を図り、
生活環境を改善し、より住み良い上戸区とする

（上戸区規約の趣旨・・・原点回帰）

◎ 世帯数の減少

◎ 顔を合わせる機会が、めっきりと減った

◎ 顔見知りが減り、知らない人が多くなった

◎ 子どもは大勢居るが、何処の子かわからない

◎ 高齢化に伴い、遊休農地が増えてきた

上戸区の現状は・・・・・（課題） ー課題解決に向けてー

原点回帰へのkeyword

顔、見知りになる

お金を掛けずに、
手を掛ける

地物の有効利用
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顔、見知りになる

お金を掛けずに、
手を掛ける

地物の有効利用

２．アプローチ－２

課題解決に向けて（作戦）

▼ 遊休農地の有効活用

（啓発・普及活動）

▼ 地物の有効利用
▼ 食育の展開

▼ 手作りのお祭りや行事

上戸環境保全会（多面的機能支払い交付金活用）

上戸区（まちづくり交付金活用）
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２．アプローチ－３

【遊休農地の有効活用】 【地物の有効利用】

白そば（信濃1号） 小麦（ハナチカラ）

赤そば（高嶺ルビー） 大麦（振り万灯用）

そばの実の乾燥 大麦のはざかけ

さつま芋の収穫 大麦の焙煎 6



２．アプローチ－４

【食育の展開】
★ホップ：２月（そば粉の団子ぜんざい）

★ステップ：５月（大麦粉のぱん作り） ★ジャンプ：８月（国産小麦ハナチカラでパンつくり）
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２．アプローチ－５

【手作りのお祭りや行事】
地物の有効利用＆お金を掛けずに、手を掛ける

区民スポーツ大会 懇親会

名人亭の協力を頂き
生そばを提供

服部製麺の協力を頂き
冷凍めんを提供

そば団子のぜんざいつくり

新米を炊き出し

そば粉と大麦粉を使って700
枚のクッキーを焼き上げた

地物を福引の景品に

食品乾燥機で干芋つくり

焙煎機で大麦茶

まちづくり交付金で購入し
た調理器具の利用
（児童会）

第１回 上戸区民祭に向けて
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３．クライマックス－１
上戸区民祭の目指す姿

目的：区民相互の親睦を図る
Concept：お金を掛けずに、手を掛ける

リーダー
メンバー

リーダー
メンバー

リーダー
メンバー

リーダー
メンバー

地物 人財

リーダー
メンバー

屋台 屋台福引 ｺﾝｻｰﾄ防災

上 戸 区 民

・・・・

・・・・

来祭者数
２７０名

費 用
２７万円

スッタフ
６２名
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３．クライマックス－２
【第１回上戸区民祭開催】

お祭りを支えてくてたスッタッフの皆さん

来祭者の記念撮影

防
災
体
験
（A

E
D

)

障
害
者
の
方
も
ス
ッ
タ
ッ
フ
と
し
て
参
加

あら、野口議員？
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第六天のお札 販売

伊那フィルカルテット
齋藤期英

ジプシースピリッツ
小池 実バンド

上
戸
産
新
米
の
炊
き
出
し
だ
よ

西
箕
輪
区
長
会
の
皆
さ
ん



３．クライマックス－３

「粉や」申込結果

申込者 ５０名

◆そば粉  ４０名

◆大麦茶 ２１名

◆大麦粉 １１名

遊休農地の有効活用

地物の有効利用

無料で区民に還元

「無」から「有」の創出
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４．エピローグ

区民相互の親睦を図り
より住み良い上戸区とするために(区民の声)

子どもたちが学校や保育園の外
で友達と会う機会となり、そこ
で自分の住んでいる上戸で穫れ
た農作物を皆で食べるのを親と
して見ているのがとても幸せ
だった。

時代の流れの中で、区民（住民）相互の交流
（親睦）がどうしてもなくなりつつある中で、
少しでも交流（つながり）をもてることの必要
性（大切さ）を感じざるを得ません。大変だと
は思いますが、何らかの形で、少しでもわずか
でも区民祭（あるいは相当するもの）を続けら
れたらと思います。素晴らしい努力に感謝いた
します。

区に新しく入区した人が区費を
出しても何もしないから抜けた
という言う事を耳にしましたが、
この様な賑わいをしていただき
ますと、子どもの居る人は、入
区して良かったと思うと思いま
すので、大変良いことでした。

コロナ以降、こうし
た機会は縮小もしく
はなくなる傾向だっ
たので、久しぶりに
区民の笑顔が見られ
る場で、とても楽し
く温かみを感じた。
何らかの形で、交流
できるお祭りが続い
て欲しい。

子どもがとても楽しかったそうです。沢
山の振舞いに、感謝でした!地元の恵みに
手づくりのお祭りらしくて、とても良
かったと思います

移住後初めての区民
祭だったが、活気が
ありとても良かった。

とても楽しく、区民の方と
顔見知りになれる良い機会
と感じた。

お祭りを運営されたスッタフの皆さんの
おもてなしが、凄かったです。福引の野
菜や果物はどれをとっても美味しくて、
この地域の作物の豊かさに改めて感動し
ました。提供された食事やクッキーも美
味しくいただきました。演奏は素晴らし
かったです。子どもと一緒にAEDの使い
方等も体験できたのは良い経験でした。
ご準備等スッタフの皆さんありがとうご
ざいました。
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